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健康あそび（課題別）
 iPad、アプリ「パンケーキタワー」

 アプリ「fireworklite」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ａ G・Y　M・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

できるアプリを増やしていく。

＜学習のねらい＞

自分の指を動かしたことで音が出たことに気づき、指を意識的に使えるようになる。

できそうなアプリでやり方を学び、達成感を味わう。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

何度か一緒に繰り返し行う。

自分で画面に触れる。

触れたことで音が出ることに気が付くことがあった。

繰り返し行うことで、もっとやりたいという意欲がもてたかな。

見ることにも使い方や提示の仕方で工夫し、興味・関心を引き出せたら良い。

小学部
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自立活動（けんこう遊び・課題）

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小B H・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

iPad、アプリ「なぞり書きのアプリ」

楽しい活動のため、次の活動へ気持ちが向かなかったり、終わりにできないときがある。

＜学習のねらい＞

線なぞりのアプリを使用し課題に取り組むことで、なぞり書きへの興味関心を広げる。

自分で操作することで意欲を高め、達成感を味わう。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

iPadの画面を人差し指でタッチして自分で操作をする。

線なぞりのアプリを使いなぞり書きの練習をする。

人差し指や手首の使い方が上達したことで、鉛筆でのなぞり書きも線からはみ出ることが減った。

興味が持てたことで、長時間（１０分）集中して学習に取り組むことができた。

画面のタッチミスでアプリが中断しホーム画面に戻ったり、広告が出てしまったりする。

小学部
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▼ 機器がうまくつながらないこともあり、対処法を覚える必要がある。

＜学習のねらい＞

視覚支援を見やすくする。

１回の授業ごとに変更することが簡易にできる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

教員の作成したPowerPointを見て、質問に答える。

画面に注目することができた。

PowerPointを使うことで、実態に応じて内容の変更が簡易になった。

TV画面だと児童の視線が高くなってしまう。

国語 大型TV、PowerPoint、iPad 

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｃ 国算グループ３名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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▼
児童がインタビューをした際にも録画しておき、自分のインタビューを振り返る活動を取り入れ
てもよかった。

＜学習のねらい＞

インタビューのイメージをもつために、教員同士で行っている例をビデオで示す。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

例として、担任が教頭先生にインタビューをしている動画を見る。

インタビューをする相手や内容を自分で考える。

知っている教員同士のインタビュー動画を見ることで、単元への興味や意欲を引き出すことがで
きた。

１対１ではインタビューの例を示すことが難しかったが、事前に録画したビデオを見ることでイ
ンタビューのイメージを持って相手や内容を考えることができた。

巻き戻して何度も繰り返し見れることで、どのような挨拶をしていたか、どのような質問をして
いたかを児童が聞き取ることができ、自分でインタビューを考える際の参考になった。

国語 iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｄ O・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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▼ 写真や動画(映像)と振り返りを結び付けるには難しい実態の子どももいる。

＜学習のねらい＞

授業の振り返りができる

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

できごと発表の場面でiPadで写真や動画等を見る

iPadの写真や動画をよく見ていた。

1日の活動を振り返るためにさまざまな場面を記録するのは大変さがある。

日常生活の指導
帰りの会

iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小F グループ6名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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▼ 動画の編集をしてからでないと児童を待たせることになり集中が途切れてしまう。

＜学習のねらい＞

自分の学習内容の振り返りをしやすくする

言葉だけでなく写真や動画を観ることで興味をもてるようにする

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

交通安全について考える際に被害者の苦情をiPadで動画を撮影し、テレビで観る

自分が危ないと思った危険個所を写真に残し、発表の際に使用する

動画を流すことで児童の興味が向かうようになった。

導入として使用した為、次の活動に向かいやすくなった。（児童本人の課題が明確になった）

動画を撮る際のアングルなど、児童がわかりやすい動画を撮影できるようにする

生単 iPad、大型TV

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小G グループ４名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

教員の説明をわかりやすくするためにPowerPoint を大型TVで視覚的に提示した。

iPadで自分の歯の写真を撮って、歯磨きをしやすくした。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

歯磨きの大切さについて、PowerPoint で説明した。

液体歯磨きを口に含み、自分の歯を写真で撮ったり、見ながら歯磨きを行った。

イラストやクイズを入れることで児童が持ちやすくなった。

自分の歯を見て、磨き残しが分かった。写真に残っているので後でまた見ることができた。

iPadの活用を授業でまだまだできていないところ。

生活単元学習 iPad、大型TV

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小H 小GHグループ10名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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▼ 上部に答えが出てしまうため、手で隠しながら問題を出す必要があった。

＜学習のねらい＞

時計の針や目盛りを見やすくする。

時計を細かく合わせるのに、操作しやすくする。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

時計が何時を指しているかクイズ形式で教員が質問し、答える。

教員が出題した時刻に児童がタブレットを操作して時計を合わせる。

iPadでクイズ形式で行うことで、興味関心が高まり、楽しく行えた。

目盛りが読みやすくなり、分単位の細かい時間も正解できるようになった。

タブレットの触れ方によって、分単位の細かい時間を設定するのに苦戦する場面もあった。

算数 iPad(時計のアプリ)

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小C O・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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見沼通船掘閘門開閉実演（動画）
https://www.youtube.com/watch?v=FINJu0BdeZk

国語三下
川をさかのぼる知恵

iPad、アプリ「 YouTube 」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｄ S・S

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

本人に分かりやすい動画を見つけることが課題である。

＜学習のねらい＞

柴川と見沼代用水の間を行き来するための工夫について、教科書にある６つの段階に分
けた図のみでは理解できなかったため、写真や動画等を用いて理解を促す。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

通船掘りの写真を見て説明を聞く。

通船掘りに実際に水をためたり、流したりしている様子の動画を見て説明を聞く。

写真を見ることで形が分かり興味をもてた。

動画を見て水のため方や、船が高い位置に上がっていくことが分かった。

写真のみでは仕組みが分からなかったため、始めから動画を使って理解を促す方が良いと考えられる。

小学部

https://www.youtube.com/watch?v=FINJu0BdeZk
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＜学習のねらい＞

授業の振り返り

自分や友だちの学習を見る

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

GIGA-iPadで児童が発表する様子を撮影

大型TVに映して学習の振り返り

友達が発表する様子に注目するのが難しいこともあったが、ＴＶに映像が映ると注目できた。

視覚障害の児童は映像を見るのは難しいが、動画の音声を聞くことで振り返りを行った。

類型Ⅳの児童にとって、発表を撮影した映像と実際の発表を一致して振り返りを行うのは難し
い。

音楽 GIGA-iPad、AppleTV、大型TV

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｆ グループ６名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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＜学習のねらい＞

手元で作業工程を確認することができる。（個々にあった視覚支援）

休んだ児童への共通した情報提供ができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

工程表（写真、動画）をAirdropで児童のiPadに転送する。

個々の進度に合わせて教員の説明動画を再生し、確認する。

当日休んでしまった児童に対しての学習保障ができる。

iPadで工程表を確認できるため、個々のペースで工程を進めることができる。

制作物で手が汚れているため、操作は近くの教員がする。

図画工作 GIGA-iPad、アプリ「powerpoint」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小G GDグループ５名

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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▼ 教員用パソコンから児童用iPadへの転送及びiPad内の保存に少し手間がかかる。

＜学習のねらい＞

工程表をカラーで見ることができる。

児童がページを動かすことで、どの工程を行っているのかが分かったり、振り返ったりすることができ
る。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

活動趣旨や制作工程のスライドを操作し、どのように行えばよいのか確認しながら制作
を行う。

スライドを進めて工程を確認できただけでなく、前のスライドに戻ったり、画像を拡大したり
する児童もいた。

googleドライブで各ipadに共有することができなかった。（最新版にしないとファイルが開け
ない　等の表示）

図画工作
パフェづくりをしよう

GIGA-iPad 、 アプリ「 PowerPoint」

大型TV

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｈ① 小ＧＨグループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

小学部
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iPadでは、スライドがランダムに組み変わるマクロが機能しなかった。

いつからか、音声が再生されなくなった。

ゲーム感覚で取組むことができる。

＜学習方法・手順＞

画面に表示されたお題について、３分以内に該当する言葉を思い浮かべ書き表す。

３分後に表示された解答例を見て、答え合わせをする。

＜児童生徒の反応・課題点＞

楽しみながら学習に向かうことができた。

語想起課題を自習教材にしたい。（制限時間内に解答→○つけ→次の問題）

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

小Ｈ② 小Ｈグループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

自立活動
（語想起課題）

GIGA-iPad 、 アプリ「PowerPoint」

＜学習のねらい＞

小学部


